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「オープンサイエンス」の潮流

• 長い歴史の中で培われてきたサイエンス

➡その基本原理はオープンネス！

• なぜ「オープンサイエンス」？

• 進化するサイエンス（⬅サイエンスを取り巻く環境の変
化）
– サイエンスの進め方

– 知識・データへのアクセス

– ステークホルダーの広がり

• 国際動向
– G8, OECDなど国際会議での議論

– 諸外国の研究資金配分機関の動き

– World Data System (WDS)、Research Data Alliance 
(RDA)など国際的組織の活動
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「オープンサイエンス」とは・・・

• 「オープンサイエンス」の意味付け（共通認識？）
– 知識創造におけるコラボレーション

– 論文へのアクセス

– 研究データへのアクセスと再利用

• 「オープンサイエンス」の推進により・・・
– 新たな知の創造プロセス

– 分野や国境を越えた研究成果の共有・相互利用

– 従来の枠を超えた価値の創出

• サイエンスの新たな飛躍の時代
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オープンアクセスからオープンサイエンスへ
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国際動向：RDAの動き

• 役割
– 研究データのオープン化に係る議論をリード

• 特徴
– スピード

• 12ヶ月～18ヶ月を目途に、推奨テクニカルペーパー

– 波及効果
• 米国、欧州委員会、豪州、英国、カナダ、ICSU等の政府系機、

国際敵組織や大学等が参加

• 2013年G8科学大臣会合（英国）でも報告

• 日本からのアプローチ
– 2016年にRDAの日本開催を誘致（JSTを中心に企画）

• 2/29 シンポジウム、3/1～3/3 RDA総会（予定）
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国際動向：国際機関＆国レベル

• OECD
– 加盟国に対しオープンサイエンスに関する調査（2014）➡レポート（2015）

• GRC
– 公的研究費による研究論文のオープンアクセスを実施するアクションプランの採択

(2013)

• 米国
– 全省庁・機関向け論文&研究データを対象とする「OSTP公的助成研究成果OA指令」の

発令（2013）
➡USDA、DOD、DOE、HHS、NASA、NIH、NSF等によるパブリックアクションプランの策定

• 英国
– Research Council UKがオープンアクセスポリーシーを公開（2012）

• EU
– Horizon 2020におけるオープンアクセスに関するガイドラインを制定（2012）

➡2015年にパブコメを実施（2015）

• インド
– インド科学技術省がオープンアクセス方針を発表（2014）

• 中国
– 中国科学院（CAS）、中国国家自然科学基金委員会（NSFC）がグリーンルートによる

オープンアクセス化を公表（2014）
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EUパブコメから

• オープンサイエンスの考え方
– 科学や研究の手法の体系的な変

化

– 研究サイクルやステークホルダ
ーへの影響

• オープンサイエンスのスコープ
– 研究論文・データへのオープン

アクセス

– e-Infrastructureの構築

– 科学者としての市民

– 研究成果➡経済成長やイノベー
ション駆動

– サイエンスに新たな質・アウト
プットを付加

• パブコメの目的
– ステークホルダー間における科学

・研究手法の意識の確認

– 政策的含意の特定

• 検討すべき事項
– インフラ構築

– オープンサイエンスの醸成（壁の
除外、インセンティブ）

– オープンサイエンスと社会
• 研究データの利活用や科学・研究

リソースの共有➡社会的課題の克
服

– オープンサイエンスへの認識をス
テークホルダー間で共有

7



そして日本は・・・

• これまで（～2010年代始め）
– データベース統合の動きは存在するものの・・・

– 国としてのオープンサイエンスに関する統一的な考えた方？

– 特に研究データに関する議論？

• 国際的な潮流の中で・・・
– Wait and Seeではなく➡Proactiveな行動！

– ルールメーキングへの参画
• 戦略性を持った協調

• 議論のリード

• 内閣府：国際的動向を踏まえたオープンサイエンスに
関する検討会（2014/12～2015/3）
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国際的動向を踏まえたオープンサイエンスに関する検討会

• 目的
– 我が国としての基本姿勢を明らかにするとともに、

早急に講ずべき施策及び中長期的観点から講ずべき
施策等を検討

• 構成員
– 大学・研究機関、専門家等
– オブザーバー：関係府省、研究資金配分機関等

• ヒアリング
– データベースセンター、研究機関、出版界等

• タスク
– 会議：2014年12月から6回開催
– 2015年3月に最終報告書を作成
– 第5期科学技術基本計画へ反映
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検討会での議論

• ヒアリング
– オープンアクセスからオープンサイエンスに至るまでの俯瞰と要点

– 科学技術分野のオープンデータの国際動向

– 世界のオープンサイエンス関連政策の概要と特徴

– オープンサイエンスに関する機関リポジトリの現状と展望

– ICSU-WDCの歴史とデータ公開及びライフサイエンスにおけるデータ
の共有

– 材料イノベーションと加速するオープンサイエンスの動向

– 学術誌出版界におけるオープンサイエンスに係る取組状況

• 論点
– オープンサイエンスの概念

– オープンアクセス（ジャーナル）の現状

– 研究成果・研究データの公開等及びオープンサイエンス推進の基本方
針の考え方

– 研究データの対象、公開範囲

– オープンデータに係る取組と現状
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基本方針

• 国としての基本姿勢
– 公的研究資金による研究成果（論文、研究データ等）の利活用促進を拡大すること

• オープンサイエンス推進の基本方針
– 目的・意義

• 公的研究資金による研究成果として得られた論文や研究データへのアクセスを可能とする

• 研究成果の理解促進、成果の再利用による新たな発見、新たな研究概念の創出、イノベー
ションを加速、新たな産業の創出、競争力の強化、地球規模での研究の促進、経済成長等
に貢献

– 公開の範囲
• 公的研究資金による研究成果のうち、論文及び論文のエビデンスとしての研究データを原

則公開

• その他研究開発成果としての研究データ：可能な範囲で公開することが望ましい

• 研究成果のうち、個人のプライバシー保護、商業目的で収集されたデータ、国家安全保障
等に係るデータなどは公開適用対象外

– 公的研究資金の定義及び研究データの範囲
• 公的研究資金：競争的研究資金及び公募型の研究資金に該当するもの

• 研究データの範囲：メタデータ、数値データ、テキストレコード、イメージ、ビジュアル
データなど多様なデータ

– 研究を実施する機関の責務
• 各機関：論文、研究データ等の研究成果の管理に係る規則を定める

• 特に、研究成果の散逸、消滅、損壊を防止するための具体的施策を講じる
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実施方針を策定する際の方向性

• 含むべき要素
– イノベーションや競争力を強化する取組

– 公的研究資金による研究成果に係るデジタル研究データの所在を特定し
アクセスできる方法

– 計画等を実行するための運用経費等の確保

– データインフラ(リポジトリ等)の整備計画など

• 科学論文へのアクセス
– ブダペスト・オープンアクセス・イニシアチブ（2002/4)に基づく

– 公的研究資金から発生した科学論文（出版物等）
• あらゆるユーザーからアクセス、検索、読み出し、分析可、長期保存

• グリーン0A又はゴールドOA

• デジタル化された研究データへのアクセス
– 研究分野によるデータ保存と共有方法の違い➡特性に応じた計画策定

– 公的研究資金による研究から生成されたデータ：公開する場合、データ
の利用ルールを付する
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今後の検討課題

• 論文、研究データの公開・共有化に係る検討
– メタデータの統一、DOI（Digital Object Identifier)の付与

• 研究データの保存に係る検討
– データ保存・整備のしくみ（データリポジトリ等）

• 保存すべきデータ及び保存期間等

• 研究データの技術的な品質の評価等
– 例：論文のピアレビューに相当するような仕組み

• 研究者に対するインセンティブ
– 例：データサイテーション

• データ駆動型の研究をサポートするサービスを企画、開発、
運用する人材の確保
– データサイエンティスト、データキュレーター等の確保・育成
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下記図表を参考に和訳、改変
Guidelines on Open Access  to Scientific Publications and Research Data in Horizon 2020  Version 1.0 11 December 2013  p.4
http://ec.europa.eu/research/participants/data/ref/h2020/grants_manual/hi/oa_pilot/h2020-hi-oa-pilot-guide_en.pdf

ポリシーマップ

14



政策立案及び実施における相関図（イメージ）

15
1715

2015/10/25

15



検討会報告書のアウトリーチ

• 日本学術会議
– 第１回 オープンサイエンスの取組に対する検討委員会（2015/4

）

• Science and Technology Diplomatic Circle（東京）
– 検討会報告書の説明会（2015/5）

• 欧州連合（ブラッセル）
– 第３回 日・EU科学技術協力合同委員会（2015/5）

– EU Conference A New Start For Europe Opening-Up to an 
Era of Innovation（2015/6）

• “Open Science, Open Innovation, Open to the World”

• 第15回日豪科学技術協力合同委員会（シドニー）

（2015/8)
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フォローアップ検討会

• オープンサイエンス推進に関するフォローアップ検討会設置（2015/4）

• 目的

– 「国際的動向を踏まえたオープンサイエンスに関する検討会」報告書が示した

今後の検討課題及びフォローアップのあり方について検討

• 構成員

– 大学・研究機関、専門家、弁護士等

• 座長：有川節夫（九州大学名誉教授、前総長）

• 副座長：喜連川優（国立情報学研究所 所長）

• オブザーバー：関係府省、研究資金配分機関等

• ヒアリング内容

– 各府省における実施方針策定状況の把握、関係機関（大学・研究機関、学会等

）からのヒアリング、海外動向調査等

• 開催状況

– 第1回（2015/7）

– 第2回（2015/9)
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そして・・・

• 様々なステークホルダーからのフィードバック

• EUのパブコメを含む様々な動向

• 方向性の確信

• But・・・
– よりオペレーショナルで実効性のあるアクションへの

落とし込み！

– 質保証と持続可能性の担保！

➡皆様との共同作業！

18


